
（４）

１４・１１・３

議
員

①
市
で
は
高
齢
者
が
増
加
し
、

人
的
資
源
は
豊
富
に
あ
る
。
子
育
て
支

援
を
望
む
家
庭
が
増
え
る
中
、
フ
ァ
ミ

リ
U
・
サ
ポ
U

ト
・
セ
ン
タ
U

と
シ
ル
バ

U
人
材
セ
ン
タ
U

を
連
携
さ
せ
、
高
齢

者
の
力
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援
事
業

を
進
め
て
は
ど
う
か
②
黒
磯
市
で
は
、

市
立
保
育
園
９
園
に
シ
ル
バ
U

人
材
セ

ン
タ
U

の
募
集
に
応
募
し
た
男
性
高
齢

者
を
、
一
人
ず
つ
配
置
し
て
い
る
。
高

齢
者
と
の
交
流
で
、
感
性
や
社
会
性
を

は
ぐ
く
む
こ
と
が
可
能
で
防
犯
効
果
も

期
待
で
き
る
と
い
う
。
三
鷹
市
民
の
防

犯
へ
の
関
心
も
高
く
、
男
性
保
育
士
を

議
員

①
国
民
健
康
保
険
は
、
市
民
の

生
活
を
支
え
る
重
要
な
制
度
で
あ
る
。

今
年
度
、
三
鷹
市
は
保
険
税
を
引
き
上

げ
た
。
被
用
者
保
険
と
の
不
均
衡
是
正

の
点
で
一
定
の
評
価
は
す
る
が
、
根
本

的
な
解
決
と
は
言
え
な
い
。
保
険
は
相

互
扶
助
で
あ
り
、
財
源
と
な
る
保
険
税

の
収
納
が
極
め
て
重
要
だ
。
J

市
は
収

納
率
の
向
上
策
を
十
分
に
と
っ
て
い
る

か
K

短
期
被
保
険
者
証
と
資
格
証
明
書

の
交
付
状
況
を
示
せ
L

資
格
証
明
書
の

発
行
で
、
収
納
率
は
上
が
っ
た
か
②
介

護
保
険
制
度
は
、
３
年
ご
と
の
改
定
に

向
け
て
現
在
議
論
が
続
い
て
い
る
。
そ

第
３
回
定
例
会
に
は
、
意
見
書
５

件
、
決
議
２
件
が
提
案
さ
れ
、
意
見

書
２
件
、決
議
２
件
が
可
決
さ
れ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ω
東
京
電
力
に
よ
る
原
子
力
発
電
所

事
故
隠
ぺ
い
の
真
相
究
明
を
求
め

る
意
見
書

東
京
電
力
株
式
会
社
は
、
長
年
に

わ
た
り
、
福
島
第
一
・
第
二
原
子
力

発
電
所
と
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

の
自
主
点
検
記
録
に
虚
偽
の
記
載
を

し
、
原
子
炉
内
の
機
器
に
つ
い
て
、

ひ
び
割
れ
等
の
損
傷
を
隠
ぺ
い
し
て

い
た
。
問
題
の
見
つ
か
っ
た
13
基
の

う
ち
８
基
の
原
発
は
、
現
在
も
部
品

に
損
傷
が
あ
る
ま
ま
で
運
転
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
経
済
産
業
省

原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
よ
る
と

「
安
全
に
重
大
な
影
響
は
な
い
」
と

い
う
が
、
こ
れ
は
不
正
行
為
そ
の
も

の
の
正
当
化
で
あ
り
、
点
検
デ
U

タ

の
改
ざ
ん
は
、
原
子
力
発
電
所
の
安

全
性
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
根
底

か
ら
覆
す
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
罪

は
重
大
で
あ
る
。
ま
た
、
通
商
産
業

省（
当
時
）に
実
名
に
よ
る
内
部
告
発

文
書
が
届
い
て
、
事
件
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
２
年
以
上
も
前
の
こ
と

で
あ
り
、
事
態
を
公
表
し
な
か
っ
た

経
済
産
業
省
の
対
応
は
、
国
民
の
生

命
の
安
全
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
も

の
と
言
え
、
断
じ
て
許
せ
な
い
。
最

近
の
報
道
に
よ
る
と
、
１
９
７
０
年

代
半
ば
頃
に
は
、「
配
管
に
ひ
び
割

れ
の
兆
候
が
あ
る
」
と
い
う
報
告
書

を
提
出
し
よ
う
と
し
た
東
京
電
力
株

式
会
社
に
対
し
、
通
商
産
業
省
の
検

査
官
が
「
異
常
な
し
」
と
書
き
換
え

る
よ
う
指
示
を
し
た
と
い
う
。
事
実

で
あ
れ
ば
、
国
の
原
子
力
政
策
は
、

も
は
や
全
く
信
用
で
き
な
い
。
よ
っ

て
、
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

左
記
の
通
り
求
め
る
。

１
　
不
正
が
行
わ
れ
た
13
基
の
原
子

炉
全
部
を
直
ち
に
停
止
し
総
点
検
す

る
こ
と
。
原
子
炉
の
各
部
品
に
至
る

ま
で
の
正
確
な
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
十
分
時
間
を
か
け
て
調
査
を
行

い
、結
果
を
す
べ
て
公
表
す
る
こ
と
。

２
　
不
正
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
原
子
炉
も
含
め
て
、
自
主
検
査
お

よ
び
定
期
検
査
の
内
容
と
記
録
を
、

す
べ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

３
　
他
の
電
力
会
社
、
原
子
炉
・
機

器
メ
U

カ
U

の
検
査
に
つ
い
て
も
、

調
査
し
、
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
。

４
　
原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
、
定

期
検
査
の
簡
略
化
を
目
指
し
て
い
る

が
、
簡
略
化
方
針
を
改
め
、
検
査
強

化
を
行
う
こ
と
。

５
　
経
済
産
業
省
は
、
指
摘
さ
れ
て

い
る
疑
惑
に
関
し
て
、
徹
底
的
に
調

査
を
行
い
、
結
果
を
公
表
す
る
と
同

時
に
、も
し
事
実
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

関
係
者
の
処
分
を
行
う
こ
と
。

Ω
小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
ク
U

ラ
U

設
置
に
国
の
財
政
支
援
を
求

め
る
意
見
書

学
校
が
週
５
日
制
に
な
り
、
低
学

年
で
も
５
、
６
時
間
目
ま
で
の
授
業

が
増
え
、
30
度
か
ら
40
度
に
も
及
ぶ

暑
い
教
室
で
の
授
業
は
子
ど
も
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

都
市
部
で
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
で
窓

も
開
け
ら
れ
な
い
。
学
ぶ
意
欲
ば
か

り
か
、
健
康
に
も
か
か
わ
る
普
通
教

室
へ
の
ク
U

ラ
U

設
置
は
切
実
な
要

求
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
公

立
小
中
学
校
で
、
現
在
冷
房
化
の
補

助
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
職
員

室
や
保
健
室
、
音
楽
室
、
コ
ン
ピ
ュ

U

タ
U

室
な
ど
の
特
別
教
室
だ
け
と

な
っ
て
い
た
。
父
母
と
学
校
関
係
者

な
ど
の
切
実
な
要
求
を
受
け
て
文
部

科
学
省
は
、
原
則
と
し
て
公
立
の
小

中
学
校
の
普
通
教
室
を
冷
房
化
す
る

方
針
を
決
め
、
２
０
０
３
年
度
か
ら

の
10
年
計
画
で
、
来
年
度
予
算
概
算

要
求
に
空
調
設
備
の
整
備
費
100
億
円

を
盛
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
文
部

科
学
省
は
当
初
、
公
立
小
中
学
校
の

新
築
、
増
改
築
に
限
り
冷
房
化
を
進

め
る
方
向
で
検
討
し
て
い
た
が
、
新

増
改
築
以
外
の
小
中
学
校
も
整
備
対

象
と
し
、
３
分
の
１
を
国
が
補
助
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
で

も
、
冷
房
化
を
希
望
し
な
い
地
域
を

除
き
す
べ
て
の
小
中
学
校
の
普
通
教

室
が
冷
房
化
さ
れ
る
の
は
、
２
０
０

３
年
度
か
ら
10
年
後
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
本
市
議
会
は
、
国
庫
補
助
率
を

２
分
の
１
に
引
き
上
げ
る
な
ど
整
備

予
算
の
大
幅
な
増
額
を
求
め
る
。

Ω
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
未
臨
界
核
実

験
実
施
に
対
す
る
抗
議
決
議

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
８
月
29
日

に
ネ
バ
ダ
州
の
地
下
実
験
場
で
実
施

し
た
未
臨
界
核
実
験
は
、
平
和
と
核

兵
器
廃
絶
を
願
う
す
べ
て
の
国
家
、

自
治
体
、
市
民
の
意
思
に
真
っ
向
か

ら
挑
戦
す
る
行
為
で
あ
り
、
極
め
て

遺
憾
で
あ
る
。
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ

キ
の
惨
禍
か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
過

し
た
今
も
な
お
、
多
数
の
被
爆
者
が

そ
の
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る
現
実

を
直
視
し
、
人
類
の
未
来
が
破
滅
の

方
向
に
向
か
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

核
兵
器
を
廃
絶
し
、
恒
久
平
和
を
実

現
す
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
で
あ
る
。
今
回
の
実
験

に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
エ
ネ

ル
ギ
U

省
は
、
備
蓄
さ
れ
た
核
兵
器

の
安
全
性
と
信
頼
性
の
保
持
を
目
的

と
す
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
イ
ラ

ク
と
の
間
の
緊
張
関
係
が
高
ま
る
中

で
の
実
施
だ
け
に
、
核
兵
器
を
め
ぐ

る
複
雑
な
国
際
情
勢
を
刺
激
し
、
世

界
が
目
指
す
核
軍
縮
へ
の
潮
流
を
停

滞
さ
せ
る
契
機
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
通
算
18
回

目
と
な
る
今
回
の
未
臨
界
核
実
験
を

実
施
し
た
こ
と
に
対
し
、
非
核
都
市

宣
言
を
し
て
い
る
三
鷹
市
議
会
は
、

国
際
社
会
を
深
く
失
望
さ
せ
た
未
臨

界
核
実
験
の
実
施
に
強
く
抗
議
す
る

と
と
も
に
、
今
後
一
切
の
核
実
験
を

停
止
し
、
21
世
紀
を
核
兵
器
の
な
い

平
和
な
世
紀
と
す
る
た
め
努
力
す
る

こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

Ω
東
京
電
力
に
よ
る
原
子
力
発
電
所

事
故
隠
ぺ
い
に
抗
議
す
る
決
議

東
京
電
力
株
式
会
社
は
、
長
年
に

わ
た
り
、
福
島
第
一
・
第
二
原
子
力

発
電
所
と
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

の
自
主
点
検
記
録
に
虚
偽
の
記
載
を

し
、原
子
炉
内
の
機
器
に
つ
い
て
、ひ

び
割
れ
等
の
損
傷
を
隠
ぺ
い
し
て
い

た
。
問
題
の
見
つ
か
っ
た
13
基
の
う

ち
８
基
の
原
発
は
、
現
在
も
部
品
に

損
傷
が
あ
る
ま
ま
で
運
転
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
経
済
産
業
省
原

子
力
安
全
・
保
安
院
に
よ
る
と
「
安

全
に
重
大
な
影
響
は
な
い
」
と
い
う

が
、
損
傷
箇
所
は
炉
心
の
安
全
に
直

接
関
わ
る
部
分
で
あ
り
、
損
傷
が
進

ん
だ
り
、
大
地
震
等
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
大
惨
事
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
何

よ
り
も
点
検
デ
U

タ
の
改
ざ
ん
は
、

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
対
す
る

国
民
の
信
頼
を
根
底
か
ら
覆
す
行
為

で
あ
り
、
そ
の
罪
は
重
大
で
あ
る
。

ま
た
、
企
業
の
不
正
行
為
に
対
し
て

は
、
消
費
者
自
ら
が
不
買
と
い
う
形

で
の
抗
議
が
可
能
で
あ
る
が
、
電
力

供
給
事
業
は
一
つ
の
企
業
に
独
占
さ

れ
て
い
る
の
で
、三
鷹
市
民
は
、東
京

電
力
の
電
気
を
買
わ
ざ
る
を
得
ず
、

従
っ
て
自
ら
の
行
動
で
抗
議
す
る
手

段
を
持
た
な
い
。よ
っ
て
、本
市
議
会

は
、
東
京
電
力
に
対
し
強
く
抗
議
す

る
と
と
も
に
、
事
件
の
徹
底
究
明
・

関
係
者
の
責
任
追
及
と
厳
正
な
処
分

・
再
発
防
止
策
の
確
立
が
な
さ
れ
、

国
民
の
原
子
力
安
全
政
策
に
対
す
る

信
頼
が
取
り
戻
さ
れ
る
ま
で
、
全
原

子
炉
の
運
転
の
停
止
を
求
め
る
。

【
否
決
さ
れ
た
意
見
書
】

・
都
の
福
祉
サ
U

ビ
ス
提
供
主
体
経

営
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る

意
見
書

・
「
支
援
費
制
度
」
の
実
施
に
関
す

る
意
見
書

・
児
童
扶
養
手
当
の
削
減
に
反
対
す

る
意
見
書

の
中
で
、
国
か
ら
は
介
護
報
酬
を
在
宅

重
視
に
改
め
る
方
針
が
出
さ
れ
た
。
J

在
宅
の
利
用
が
多
い
本
市
で
は
、
保
険

料
改
定
を
ど
う
見
込
ん
で
い
る
か
K

天

議
員

14
年
４
月
か
ら
の
医
療
制
度
改

革
は
、国
民
に
重
い
負
担
を
強
い
る
。報

道
で
は
、
180
日
を
超
え
る
長
期
入
院
者

の
場
合
、段
階
的
だ
が
、入
院
基
本
料
の

望
む
声
は
多
い
。子
育
て
を
老
若
男
女
、

皆
で
支
え
る
点
か
ら
も
保
育
園
や
幼
稚

園
で
高
齢
者
を
活
用
す
る
施
策
が
必
要

だ
③
プ
U

ル
で
肌
に
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

す
子
ど
も
の
割
合
は
１
割
以
上
と
の
調

査
も
あ
る
。
立
川
市
で
は
市
民
プ
U

ル

に
新
し
い
殺
菌
方
式
を
導
入
し
た
。
市

民
に
も
好
評
で
、
年
間
400
万
円
の
経
費

引
き
対
象
者
以
外
の
被
保
険
者
に
関

し
、保
険
料
の
徴
収
率
、収
納
対
策
を
伺

う
L

今
後
、
介
護
保
険
に
一
般
会
計
か

ら
繰
り
出
し
を
行
う
意
思
は
あ
る
か
。

15
％
が
医
療
保
険
の
適
用
外
と
な
り
、

患
者
の
負
担
は
月
額
約
５
万
円
増
に
な

る
。
①
こ
う
し
た
特
定
療
養
費
制
度
に

よ
る
高
齢
者
へ
の
影
響
が
心
配
だ
。
市

民
で
90
日
以
上
入
院
し
て
い
る
高
齢
者

の
実
態
を
示
せ
②
入
院
90
日
を
超
え
る

高
齢
者
は
、
保
険
点
数
が
低
く
な
る
こ

と
で
、転
院
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
、今
で

も
別
の
病
院
探
し
に
苦
労
し
て
い
る
。

J

市
民
か
ら
の
相
談
は
あ
る
か
K

市
の

対
応
を
聞
く
③
市
は
、
180
日
を
超
え
た

長
期
入
院
者
が
ど
う
対
応
す
る
か
を
把

握
す
べ
き
だ
。
J

長
期
入
院
者
の
意
向

調
査
を
せ
よ
K

65
歳
以
上
の
長
期
入
院

者
の
要
介
護
認
定
状
況
は
ど
う
か
④
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
、
成
人
病
検
診
の

充
実
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
U

の
役
割
強
化
等
が
必
要
だ
。

市
長

①
本
年
２
月
末
で
、
国
民
健
康

保
険
加
入
者
で
70
歳
未
満
は
約
190
人
、

老
人
保
健
の
対
象
者
で
は
約
340
人
だ
②

J

４
月
か
ら
16
件
あ
っ
た
K

老
人
保
健

施
設
等
へ
の
入
所
や
、
介
護
療
養
型
医

療
施
設
等
を
医
師
か
ら
紹
介
し
て
も
ら

う
よ
う
助
言
し
て
い
る
③
J

検
討
し
た

い
K

約
半
数
だ
④
早
急
に
考
え
た
い
。

市
長

①
J

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
②
J

現
段
階
で
見
込
み
は
出

て
い
な
い
K

13
年
度
は
約
93
％
だ
。
制

度
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
と
っ
て
い
る
L

考
え
て
は
い
な
い
。

市
民
部
長

①
K

短
期
被
保
険
者
証
436

件
、
資
格
証
明
書
38
件
だ
L

地
道
に
努

力
し
て
お
り
、
一
定
の
効
果
は
あ
る
。

重
大
な
責
務
の
放
棄
だ
と
思
う
。
こ
の

撤
退
方
針
の
市
へ
の
影
響
を
聞
く
②
同

方
針
の
中
に
は
、
民
間
社
会
福
祉
施
設

に
対
す
る
運
営
費
補
助
等
の
廃
止
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
も
出
て
い
る
。
市
内

の
民
間
保
育
園
等
へ
の
影
響
を
心
配
す

る
。
人
件
費
補
助
の
廃
止
は
、
経
験
あ

る
職
員
の
削
減
、
保
育
の
質
の
低
下
に

つ
な
が
る
。
J

民
間
保
育
園
等
の
職
員

の
経
験
を
ど
う
考
え
る
か
K

職
員
の
削

減
が
事
故
に
結
び
つ
か
な
い
か
L

本
市

独
自
の
保
育
基
準
づ
く
り
が
必
要
だ
M

東
京
都
市
長
会
で
も
都
知
事
あ
て
に
同

方
針
へ
の
要
望
を
出
し
て
い
る
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
本
市
単
独
で
も
声

を
あ
げ
る
べ
き
だ
N

補
助
廃
止
の
場
合

の
対
応
を
問
う
③
福
祉
を
支
え
る
社
会

福
祉
法
人
の
役
割
を
無
視
す
る
都
知
事

の
発
言
に
対
し
て
抗
議
せ
よ
。

市
長

①
直
接
的
な
影
響
は
な
い
②
J

評
価
す
る
K

国
の
最
低
基
準
が
あ
る
。

速
断
は
で
き
な
い
L

市
立
保
育
園
の
職

員
配
置
基
準
は
あ
る
M

都
市
長
会
へ
の

都
の
対
応
を
見
て
意
を
用
い
た
い
N

都

補
助
金
の
肩
代
わ
り
は
し
な
い
③
市
の

責
務
を
果
た
す
こ
と
に
傾
注
す
る
。

【
請
願
】
都
立
三
鷹
高
校
定
時
制
の
存

続
と
新
配
置
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
＝
三
鷹
高
校
定
時
制
を

守
る
会
代
表
服
部
容
子
さ
ん
が
14
年
９

月
４
日
提
出
（
本
会
議
即
決
）

【
請
願
】
三
鷹
市
市
内
在
住
の
私
立

小
・
中
学
校
就
学
者
に
対
す
る
教
育
費

助
成
お
よ
び
市
内
私
立
学
校
に
対
す
る

運
営
費
助
成
に
つ
い
て
＝
三
鷹
・
武
蔵

野
・
西
東
京
・
調
布
・
町
田
市
私
学
助
成

協
議
会
代
表
者
明
星
学
園
小
・
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
小
川
秀
佳
さ
ん
ほ
か
３
万

７
千
332
人
が
14
年
９
月
４
日
提
出
（
本

会
議
即
決
）

【
陳
情
】
多
摩
地
区
都
税
事
務
所
統
廃

合
計
画
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
＝
東

京
都
庁
職
員
労
働
組
合
多
摩
都
税
支
部

支
部
長
町
田
吉
弘
さ
ん
が
14
年
９
月
３

日
提
出

【
陳
情
】
三
鷹
市
私
立
幼
稚
園
児
保
護

者
助
成
金
増
額
に
つ
い
て
＝
三
鷹
市
私

立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
代
表
米
良
昌

美
さ
ん
ほ
か
８
千
480
人
が
14
年
９
月
６

日
提
出

に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
エ
ネ
ル

ギ
U

省
は
、
備
蓄
さ
れ
た
核
兵
器
の
安

全
性
と
信
頼
性
に
関
す
る
デ
U

タ
収
集

を
目
的
と
す
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、

イ
ラ
ク
と
の
間
の
緊
張
関
係
が
高
ま
る

中
で
の
実
施
だ
け
に
、
核
兵
器
を
め
ぐ

る
複
雑
な
国
際
情
勢
を
刺
激
し
、
世
界

が
目
指
す
核
軍
縮
へ
の
潮
流
を
停
滞
さ

せ
る
契
機
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
が
通
算
19
回
目
と
な
る
今

回
の
未
臨
界
核
実
験
を
実
施
し
た
こ
と

に
対
し
、
非
核
都
市
宣
言
を
し
て
い
る

三
鷹
市
議
会
は
、
未
臨
界
核
実
験
の
実

施
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
今
後

一
切
の
核
実
験
を
停
止
し
、
21
世
紀
を

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
紀
と
す
る
た

め
努
力
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

三
鷹
市
議
会
で
は
、
９
月
26
日
（
現

地
時
間
）
に
未
臨
界
核
実
験
を
行
っ
た

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
対
し
、
議
長
名
の

抗
議
文
を
10
月
１
日
付
け
で
在
日
大
使

館
に
送
付
し
た
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
未
臨
界
核
実
験
実

施
に
対
す
る
抗
議
文
（
要
旨
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
９
月
26
日
に

ネ
バ
ダ
州
の
地
下
核
実
験
場
で
実
施
し

た
未
臨
界
核
実
験
は
、
平
和
と
核
兵
器

廃
絶
を
願
う
す
べ
て
の
国
家
、自
治
体
、

市
民
の
意
思
に
真
っ
向
か
ら
挑
戦
す
る

行
為
で
あ
り
、極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。ヒ

ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
惨
禍
か
ら
半
世

紀
以
上
を
経
過
し
た
今
も
、
多
数
の
被

爆
者
が
そ
の
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る

現
実
を
直
視
し
、
人
類
の
未
来
が
破
滅

の
方
向
に
向
か
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

核
兵
器
を
廃
絶
し
、
恒
久
平
和
を
早
急

に
実
現
す
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
。
今
回
の
実
験

【
請
願
】
井
の
頭
の
地

域
に
小
規
模
の
公
衆
浴

場
を
設
置
す
る
こ
と
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
＝
井
の
頭
の
地

域
内
に
公
衆
浴
場
を
設
置
す
る
こ
と
を

も
と
め
る
会
代
表
長
井
敬
さ
ん
、
石
井

達
広
さ
ん
、
伊
東
信
昭
さ
ん
ほ
か
１
千

39
人
が
14
年
６
月
20
日
提
出

【
請
願
】
三
鷹
市
有
施
設
・
樹
木
等
へ

の
薬
剤
（
農
薬
）
散
布
及
び
農
薬
取
締

法
改
正
に
つ
い
て
＝
環
境
と
健
康
を
考

え
る
会
谷
藤
宏
実
さ
ん
、
サ
ス
テ
イ
ン

ナ
ブ
ル
21
小
沢
祐
子
さ
ん
、
反
農
薬
東

京
グ
ル
U

プ
辻
万
千
子
さ
ん
、
三
鷹
市

消
費
者
の
会
駒
林
矩
子
さ
ん
が
14
年
９

月
18
日
提
出

【
請
願
】
墓
地
造
営
計

画
反
対
に
つ
い
て
＝
墓

地
造
営
に
反
対
す
る
会

代
表
世
話
役
人
黒
部
穣
さ
ん
ほ
か
５
千

753
人
が
14
年
６
月
10
日
提
出

【
請
願
】
公
共
工
事
に
お
け
る
賃
金
等

確
保
条
例
（
公
契
約
条
例
）
の
制
定
に

つ
い
て
＝
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
三

鷹
支
部
執
行
委
員
長
橋
本
昇
さ
ん
が
14

年
９
月
４
日
提
出

【
請
願
】
法
専
寺
別
院
建
立
墓
地
造
成

推
進
に
賛
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
＝
石

井
鉄
男
さ
ん
、
加
藤
章
さ
ん
、
西
田
喜

一
さ
ん
、
大
掛
康
二
さ
ん
ほ
か
２
千
545

人
が
14
年
９
月
18
日
に
提
出

（
14
年
９
月
26
日
現
在
）

議
員

東
京
都
の
福
祉
サ
U

ビ
ス
提
供

主
体
の
改
革
へ
の
取
組
み
方
針
を
問

う
。
①
同
方
針
に
都
立
福
祉
施
設
か
ら

の
撤
退
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
。
都
の

節
減
に
な
る
と
聞
く
。
本
市
で
も
市
民

プ
U

ル
等
に
同
様
の
殺
菌
方
式
を
導
入

で
き
な
い
か
④
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
は
、
国
を
は
じ
め
、
前
向
き
な
方

針
、
声
が
多
い
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

市
長

①
協
議
、
調
整
し
た
い
②
積
極

的
に
考
え
た
い
④
善
処
し
た
い
。

教
育
長

③
検
討
の
上
、対
応
し
た
い
。

高
齢
者
の
力
を
子
育
て
に
活
か
せ

市
民
の
党

杉
本
　
議
員

健
全
な
運
営
に
努
力
せ
よ

三
鷹
青
嵐
会

後
藤
　
議
員

「
老
人
難
民
」を
絶
対
つ
く
る
な

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

都
の
福
祉
改
革
の
影
響
を
問
う

日
本
共
産
党

大
城
　
議
員

議
会
だ
よ
り
に
関
し
て
、
ご
意

見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
議
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

三
鷹
市
議
会
事
務
局

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
44
―
０
２
４
９

不
採
択
に
な
っ
た
請
願

議
場
配
付
に
な
っ
た
陳
情

た

だ

い

ま

審

査

中

国
　
　
保

介
護
保
険

厚
　
生

委
員
会

建
　
設

委
員
会

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

未
臨
界
核
実
験
に
抗
議
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